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Z古賀原発2審半U決､ニゴ唱呈う一

～やっぱり原発はやめにしよう！～

国内最大級の原子力発電所である北陸電力志賀2号機（出力135.8万kw)の運転差し止め

請求訴訟は、差し止めを命じた一審判決から3年、 -一転して原告敗訴に終わった。争われ

たのは政府の耐震設計指針の妥当性であったが、一群判決の半年後にこれが改定されたこ

とと合わせて電力会社によるl200カ所におよぶ耐震補強が司法によって認められた、と報

道された。一部のマスコミや識者の中に、この判決をもって『日本の原発は地震がきても

大丈夫』といった論評が見られるのはまことに遺憾と言わねばならない。志賀原発に関し

ては1号機の臨界事故隠蔽問題もあり、1，2号機とも現在なお運転停止中である。

一方、07年7月の新潟県『|!越地震で被災した東京電力柏崎刈羽原発は今日なお運転を

全IHi休止して、損傷部分の補修と新指針に対応する耐震補強を継続中と聞く。この間、東

電側はとりあえず補強工事が終了した7号機の試運転を新潟県等の地元自治体に提起して

いるがOKはまだ出ていないとのこと。このほか静岡県の浜岡原発が1，2号機が休止中、

茨城県の東海原発は解体工事中など原発の事故または故障は枚挙にいとまがない。

このことに関して、亡き高木仁三郎氏は最後の著蕃『原発事故はなぜくりかえすのか』

の中で、これまでの原子力行政および原子力産業の側（つまり推進派）に自己点検が無い

ことに加えて『議論なし、批判なし、思想なし』と指摘され、あるのは事故の隠蔽であり、

資料の改鼠である、と喝破されている。ひるがえって、志賀1，2号機､柏崎刈羽l～7号

機､浜岡1，2号機の休止に伴って、ここ数年およそ1450万KWの給電が不能に陥った

のであったが、この国のどこにも『停電」という緊急事態は生じなかったように思う。こ

の事実は一方で電力各社のたゆみない努力の賜物と認識するものの、他方ではことほどさ

ように供給能力の“過剰”があるのでは、と思わざるをえない。

地球温暖化にブレーキをかけ、あらゆる環境破壊にス|､ツプをかけて持続可能な社会を

子孫につたえるために、われらの生き方、暮らし方を再点検し、社会経済の仕組みをエコ

ロジー優先のそれへと転換すべき時がきているのではあるまいか。そのためにも建設から

発電、送電、事故、廃棄にいたるすべてにおいて膨大なエネルギーロスと経済的負担をか

けつづける原発をやめる議論を始めようではないか。 （井之川平等記）
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